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が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
れ
を
記
念

し
て
定
め
ら
れ
た
と
い
う
。
高
度

経
済
成
長
で
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
世

界
第
二
の
経
済
大
国
と
な
っ
た
日

本
を
象
徴
す
る
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
行
わ
れ
た
。
ア
ポ
ロ

12
号
が
持
ち
帰
っ
た
「
月
の
石
」

を
一
目
見
よ
う
と
、
真
夏
も
長
蛇

の
列
が
で
き
た
▼
一
方
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
は
激
化
し
、
世
界
で
反
戦

運
動
が
高
揚
し
て
い
た
。
国
内
で

は
公
害
問
題
が
各
地
で
勃
発
し
て

お
り
、
ご
当
地
大
阪
で
も
、
西
淀

川
や
堺
な
ど
で
大
気
汚
染
が
深
刻

化
し
て
、
多
く
の
人
が
苦
し
ん
で

い
た
。
何
が
〝
人
類
の
進
歩
と
調

和
〞
だ
と
、
複
雑
な
思
い
を
抱
い

て
い
た
、
高
校
生
の
当
時
を
思
い

出
す
▼
さ
て
、
あ
れ
か
ら
半
世

紀
、
来
年
ま
た
「
大
阪
万
博
」
で

あ
る
。
今
、
突
貫
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
最
中
と
か
、
い
や
、
工
事

は
遅
れ
に
遅
れ
て
、
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
も
聞

く
。
建
設
予
算
は
膨
張
し
、
当
初

の
見
込
み
の
倍
に
な
る
。
負
担
に

あ
え
ぐ
大
阪
府
民
か
ら
は
悲
鳴
が

上
が
っ
て
い
る
。
今
や
、
維
新
支

持
層
で
さ
え
「
万
博
不
要
」
が
65

％
だ
と
か
▼
こ
の
半
世
紀
、
一
体

何
が
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
日

本
の
経
済
成
長
は
止
ま
り
、
世
界

第
４
位
と
な
っ
た
。
少
子
高
齢
化

で
、
将
来
の
人
口
減
が
見
え
る
。

い
つ
ま
で
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
万

博
で
浮
か
れ
て
い
る
時
代
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
ま
し
て
や
、
万
博
の

後
は
カ
ジ
ノ
で
は
、
今
や
市
民
の

理
解
は
得
ら
れ
ま
い
。「
ス
ト
ッ

プ
万
博
、
震
災
支
援
」
の
声
が
胸

に
響
く
。
被
災
者
の
生
活
再
建
や

社
会
保
障
の
た
め
に
金
を
使
う
、

成
熟
し
た
国
に
一
日
も
早
く
変
わ

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
（
星
）

　

３
月
15
日
は
「
万

国
博
デ
ー
」
な
の
だ

そ
う
だ
。
１
９
７
０

年
の
こ
の
日
、
大
阪

の
千
里
で
日
本
万
博
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２面

研
面
究 ６面保険診療のてびき
「病診連携で診る歯性上顎洞炎」

４面

オンライン資格確認義務不存在確認訴訟オンライン資格確認義務不存在確認訴訟

東京で第５回口頭弁論開かれる

診療報酬や支援金による

「厚労省の違法性あきらか」

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
署
名
に
ご
協
力
を
! !

　

政
府
が
強
行
を
狙
う
保
険
証
廃
止
に
対
抗
し
、
現
行
の
保
険
証
を

存
続
さ
せ
る
た
め
に
、
協
会
・
保
団
連
は
こ
れ
ま
で
全
国
で
40
万

筆
、
兵
庫
で
１
万
筆
超
を
集
め
た
「
現
行
の
健
康
保
険
証
を
残
し
て

く
だ
さ
い
」
請
願
署
名
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
す
で
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
先
生
に
も
、
さ
ら
に
ご
協
力
を
賜
り
た
い
。
他
に
も
、
保

険
証
廃
止
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
に
つ
い
て
、
ク

イ
ズ
で
学
べ
て
景
品
が
当
た
る
「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
日
本
の
医
療
」

も
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

全
体
で
マ
イ
ナ
ス
０
・
12
％
と

な
っ
た
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
の

特
徴
の
一
つ
と
し
て
、「
マ
イ
ナ

保
険
証
利
用
促
進
」
が
挙
げ
ら
れ

る
。
具
体
的
に
は
、
新
設
さ
れ
た

「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加

算
」
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
と
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
行
う
こ
と

の
他
、
電
子
処
方
箋
の
発
行
や
電

子
カ
ル
テ
を
共
有
で
き
る
こ
と
を

な
れ
ば
、
国

民
の
受
療
権

が
侵
害
さ

れ
、
一
部
の

人
の
命
と
健

康
が
脅
か
さ

れ
か
ね
な

い
。

求
め
る
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
率
が
一
定
水
準
以
上
で

あ
る
医
療
機
関
に
加
算
を
行
う
。

ま
た
、
在
宅
医
療
で
も
「
在
宅
医

療
Ｄ
Ｘ
情
報
活
用
加
算
」
を
新
設

す
る
。
こ
れ
ま
で
の
「
医
療
情
報

・
シ
ス
テ
ム
基
盤
整
備
体
制
充
実

加
算
」
は
名
称
を
「
医
療
情
報
取

得
加
算
」
に
変
更
し
、
再
診
時
の

評
価
を
新
設
す
る
。
ま
た
、
診
療

報
酬
と
は
別
の
枠
組
み
で
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
率
が
、
２
０
２

３
年
10
月
か
ら
５
％
ポ
イ
ン
ト
以

上
増
加
し
た
医
療
機
関
等
を
対
象

と
し
た
支
援
金
制
度
も
導
入
さ
れ

る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
政
府
が
今
年

12
月
で
保
険
証
を
廃
止
す
る
と
し

て
い
る
も
の
の
、
医
療
機
関
に
お

け
る
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が
全

く
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
事
情
が

あ
る
。

　

保
険
証
廃
止
に
つ
い
て
は
、
昨

年
の
世
論
調
査
で
は
、
７
割
が
延

期
や
反
対
を
望
ん
で
い
る
。
医
療

機
関
で
は
、
政
府
の
「
総
点
検
」

後
に
も
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
お

り
、
協
会
の
調
査
で
は
、
９
割
以

上
が
延
期
や
反
対
を
望
ん
で
い
る

（
詳
細
は
２
面
）。

　

保
険
証
廃
止
に
伴
っ
て
、
資
格

確
認
書
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な

い
人
に
の
み
に
交
付
さ
れ
る
予
定

で
あ
り
、
保
険
者
の
業
務
は
こ
れ

ま
で
の
保
険
証
発
行
に
比
べ
煩
雑

と
な
る
。
万
一
、
発
行
が
さ
れ
な

い
被
保
険
者
が
発
生
す
る
こ
と
に

　

政
府
が
こ
こ
ま
で
保
険
証
廃
止

に
固
執
す
る
の
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
普
及
さ
せ
る
た
め
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
に
は
、
個
人
番
号
以
外

に
電
子
証
明
書
シ
リ
ア
ル
番
号
が

内
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
番
号
は

法
的
に
利
用
が
厳
重
に
制
限
さ
れ

て
い
る
個
人
番
号
と
は
異
な
り
、

民
間
も
含
め
て
利
用
が
可
能
で
あ

る
。
民
間
大
企
業
は
、
こ
れ
を
利

用
し
医
療
や
そ
の
他
の
個
人
情
報

を
一
元
管
理
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
新
製
品
開
発
等
に
活
か
そ
う

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
不
具
合
が
発
生
し
続
け

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、

Ｉ
Ｔ
・
シ
ス
テ
ム
系
企
業
に
と
っ

て
、
永
遠
に
改
修
費
を
得
る
こ
と

の
で
き
る
公
共
事
業
と
な
っ
て
い

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
シ
ス
テ
ム
の

開
発
・
改
善
・
保
守
管
理
を
巡
っ

て
は
、
大
企
業
に
よ
る
自
民
党
へ

の
献
金
、
官
僚
へ
の
天
下
り
ポ
ス

ト
の
用
意
が
行
わ
れ
て
お
り
、
新

た
な
利
権
構
造
が
形
づ
く
ら
れ
て

い
る
。

社
会
保
障
切
り
捨
て
の
背
景
に
あ

る
財
界
・
米
国
言
い
な
り
政
治

　

こ
う
し
た
財
界
・
大
企
業
言
い

な
り
の
政
治
は
、
保
険
証
廃
止
だ

け
で
は
な
く
、
企
業
の
社
会
保
険

料
負
担
抑
制
の
た
め
に
医
療
・
社

会
保
障
の
給
付
削
減
、
負
担
増
を

繰
り
返
し
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
近
年
は
国
際
情
勢
の

不
安
定
化
を
理
由
に
、
ア
メ
リ
カ

言
い
な
り
の
防
衛
予
算
増
に
も
躍

起
に
な
っ
て
い
る
。
急
な
防
衛
予

算
増
の
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
医

療
・
社
会
保
障
費
抑
制
は
必
至
と

言
わ
れ
て
い
る
。
協
会
で
は
、
こ

う
し
た
政
治
の
問
題
を
大
き
な
視

点
で
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
上
）
も
用
意
し
た
。
ぜ
ひ
ご
一

読
い
た
だ
き
た
い
。

※
署
名
用
紙
や
「
ク
イ
ズ
で
考
え

る
日
本
の
医
療
」
チ
ラ
シ
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
、
診
療
報
酬
改
定
の

冊
子
に
同
封
し
て
お
届
け
し
ま

す
。
追
加
注
文
は
、
☎
078
―
393
―

１
８
０
７
ま
で

　

東
京
協
会
が
中
心
と
な
り
国
を

相
手
に
起
こ
し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
義
務
不
存
在
確
認
等
請

求
訴
訟
」
の
第
５
回
口
頭
弁
論
、

記
者
会
見
と
原
告
説
明
会
が
２
月

29
日
、
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
、

報
道
機
関
４
社
、
原
告
ら
70
人
が

参
加
。
兵
庫
協
会
か
ら
は
島
津
俊

二
評
議
員
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
訴
訟
は
、
東
京
協
会
が
全

国
に
原
告
を
募
り
、
全
体
で
１
４

０
０
人
、
兵
庫
協
会
か
ら
は
１
１

３
人
が
原
告
団
に
加
わ
っ
て
い

る
。

在
し
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
健
康
保
険
法

の
関
連
条
文
（
63
条
、
70
条
）
を

根
拠
に
反
論
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
あ
く
ま
で
も
「
療
養
の
給
付
」

の
規
定
で
あ
り
、
ど
こ
に
も
「
給

付
を
受
け
る
方
法
」
を
定
め
た
条

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
で
は
、
厚

生
労
働
省
は
義
務

化
を
療
養
担
当
規

則
に
盛
り
込
ん
だ

が
、
根
拠
法
の
健

康
保
険
法
に
そ
う

し
た
規
定
が
な
い

こ
と
か
ら
、
原
告

は
「
省
令
へ
の
委

任
の
範
囲
を
逸
脱

し
て
い
る
」
と
主

張
。
そ
の
違
法
性

か
ら
「
義
務
は
存

文
は
な
い
。
こ
の
点
か
ら
も
、
違

法
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

原
告
説
明
会
で
は
、
島
津
先
生

が
指
名
発
言
。
島
津
先
生
は
県
内

で
唯
一
「
保
険
証
廃
止
反
対
」
の

自
治
体
請
願
を
採
択
さ
せ
た
川
西

市
へ
の
働
き
か
け
を
紹
介
。
無
理

な
デ
ジ
タ
ル
化
が
人
為
的
ミ
ス
を

誘
発
し
て
仕
事
量
を
増
加
さ
せ
る

不
当
性
を
自
治
体
職
員
と
共
有
し

た
こ
と
、
デ
ジ
タ
ル
で
の
資
格
確

認
の
危
険
性
に
市
会
議
員
が
賛
同

し
た
こ
と
、
こ
れ
ら
を
問
い
か
け

て
請
願
採
択
に
つ
な
げ
た
こ
と
を

報
告
し
た
。

　

ま
た
保
険
証
廃
止
も
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
も
、
義
務
化
そ
の
も

の
が
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
り
、
訴
訟

の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
た
。

原告説明会で、保険証廃止反対の請願を川西
市で採択させた取り組みを紹介する島津先生

防衛費増によるさら
なる医療費抑制の問
題点について解説す
る新パンフレット　

強引なマイナ保険証利用促進にNO！強引なマイナ保険証利用促進にNO！

20242024年度診療報酬改定年度診療報酬改定

特設ホームページ特設ホームページ

研究会研究会

http://www.hhk.jp/kaitei2024/http://www.hhk.jp/kaitei2024/

改定の最新情報や研究会一覧など
こちらからご覧ください

　　　医科３月23日（土）から
　　　歯科３月31日（日）から
 県内各地で開催します。
　ご案内ハガキをお届けしていますので、持
参のうえ、ご参加ください。
（詳しい日時は下記ホームページまたは本紙
２月25日号をご覧ください）

◀
全
国
版
の
「
ク
イ
ズ
で
考
え
る

日
本
の
医
療
」　
　
　
　
　

▶
デ
ザ
イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
現
行
の　

　

健
康
保
険
証
を
残
し
て
く
だ
さ
い
」
署
名
用
紙

改定冊子と
ともに

改定冊子と
ともに

３月下旬に
お届け

３月下旬に
お届け



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２０６４号２０２４年(令和６年)３月１５日(毎月３回５・15・25日発行) （２）

10
月
以
降
も
ト
ラ
ブ
ル

「
あ
っ
た
」
６
割

　

「
こ
の
１
カ
月
で
マ
イ
ナ
保
険

証
を
利
用
さ
れ
る
患
者
さ
ん
は
ど

れ
く
ら
い
い
ま
し
た
か
？
」
と
い

う
質
問
に
対
し
、「
ほ
ぼ
い
な

い
」「
５
％
未
満
」
と
の
回
答
が

あ
わ
せ
て
約
８
割
に
達
し
（
図

１
）、
政
府
が
公
表
し
て
い
る
マ

イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
を
裏
付
け

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

「
10
月
１
日
以
降
の
マ
イ
ナ
保

　

協
会
・
保
団
連
が
会
員
医
療
機

関
を
対
象
に
実
施
し
た
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
保
険
資
格

確
認
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
政
府
に
よ

る
「
総
点
検
後
」
も
６
割
の
医
療

機
関
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
（
前
号
既
報
）。

　

結
果
の
詳
細
を
報
告
す
る
。

険
証
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
」
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
あ
っ
た
」
が
61

・
１
％
と
３
分
の
２
を
占
め
（
図

２
）、
政
府
は
「
総
点
検
」
を
行

い
対
策
を
と
っ
た
と
し
て
い
る

が
、
実
際
に
は
引
き
続
き
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　

ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
と
し
て
は
、

「
名
前
や
住
所
で
●
が
表
記
さ
れ

る
」
が
62
・
４
％
、「
資
格
情
報

の
無
効
が
あ
る
」
が
44
・
９
％
、

「
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
エ
ラ
ー
が

で
る
」
が
43
・
１
％
の
順
で
多
く

な
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
ト
ラ
ブ

ル
事
例
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る

（
図
３
・
表
）。

ト
ラ
ブ
ル
対
処

８
割
が
「
紙
の
保
険
証
」

　

ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処
（
複
数
回

答
）
で
は
、
78
・
８
％
が
「
そ
の

日
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
健
康
保

険
証
で
資
格
確
認
を
し
た
」
と
大

半
が
紙
の
健
康
保
険
証
で
資
格
確

認
を
行
っ
て
い
る
。
次
い
で
、

「
前
回
来
院
時
の
情
報
を
も
と
に

対
応
を
し
た
」（
35
・
４
％
）、

「
レ
セ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
に
相
談
を

し
た
」（
23
・
２
％
）
と
の
回
答

が
多
い
。

　

保
険
証
廃
止
に
よ
っ
て
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
率
が
上
が
れ

ば
、
よ
り
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、

保
険
証
が
な
い
た
め
資
格
確
認
等

が
よ
り
困
難
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。紐

づ
け
誤
り
等
で

「
返
戻
」
14
・
４
％

　

「
保
険
資
格
や
負
担
割
合
の
齟

齬
、
限
度
額
認
定
の
誤
り
な
ど

で
、
保
険
者
か
ら
返
戻
ま
た
は
減

点
は
あ
り
ま
し
た
か
」
に
対
し
、

「
返
戻
が
あ
っ
た
」
が
14
・
４

％
、「
減
点
が
あ
っ
た
」
が
０
・

３
％
と
な
っ
た
。

　

政
府
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

導
入
で
、
返
戻
が
減
る
こ
と
を
医

療
機
関
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
説

明
し
て
き
た
が
、
実
際
に
は
、
資

格
情
報
の
紐
づ
け
誤
り
や
負
担
割

合
の
登
録
ミ
ス
に
よ
り
返
戻
が
増

え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ト
ラ
ブ
ル
対
応
で
、「
い
っ
た

ん
10
割
負
担
を
患
者
に
請
求
し

た
」
事
例
は
あ
っ
た
か
聞
い
た
と

こ
ろ
、
全
体
の
医
療
機
関
の
う
ち

５
・
１
％
の
医
療
機
関
で
、
患
者

に
10
割
負
担
を
求
め
ざ
る
を
得
な

い
事
態
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

現
在
は
、
患
者
に
被
保
険
者
資

格
申
立
書
を
可
能
な
範
囲
で
記

入
、
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

患
者
の
自
己
負
担
を
、
保
険
証
を

持
参
し
た
際
と
同
様
の
割
合
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
取
り
扱

い
に
な
っ
て
い
る
が
、
医
療
機
関

へ
の
周
知
が
十
分
で
な
い
等
の
問

題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

保
険
証
廃
止
は

中
止
を
！

　

健
康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
た
場

合
の
受
付
業
務
に
つ
い
て
（
複
数

回
答
可
）
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
今

も
混
乱
し
て
お
り
、
廃
止
後
は
受

付
業
務
に
忙
殺
さ
れ
る
と
思
う
」

が
62
・
０
％
、「
診
察
の
待
ち
時

間
が
長
く
な
る
と
思
う
」
が
45
・

７
％
と
な
っ
た
。

　

政
府
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
デ
ー
タ
を
読
み
取
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
資
格
確
認
を
行
う
の

で
、
待
ち
時
間
が
少
な
く
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
と
宣
伝
し
て
い
る
が
、

現
場
の
状
況
で
は
程
遠
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

「
健
康
保
険
証
の
２
０
２
４
年

廃
止
に
つ
い
て
」
ど
う
す
べ
き
か

に
つ
い
て
の
回
答
で
は
、「
保
険

証
は
残
す
べ
き
」
79
・
９
％
、

「
延
期
す
べ
き
」
13
・
２
％
、

「
賛
成
」
４
・
８
％
と
、「
延
期

す
べ
き
」
も
含
め
れ
ば
９
割
以
上

の
医
療
機
関
が
、
今
年
秋
の
現
行

保
険
証
廃
止
に
反
対
し
て
い
る
。

　

政
府
は
、
医
療
現
場
の
意
見
を

聞
き
、
今
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る

保
険
証
廃
止
の
中
止
・
延
期
を
行

う
べ
き
で
あ
る
。

◇
出
席　

20
人

◇
情
勢　

医
師
の
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
が
４
月
か
ら
適
用
さ
れ

る
の
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
が
大

学
病
院
の
勤
務
医
の
研
鑽
時
間
を

労
働
時
間
と
み
な
す
適
切
な
対
応

を
求
め
る
通
知
を
出
し
た
。

◇
歯
科
部
会　

①
県
の
医
療
機
関

等
向
け
物
価
高
騰
対
策
一
時
支
援

金
が
実
施
さ
れ
、
今
回
も
歯
科
技

工
所
が
対
象
に
含
ま
れ
た
こ
と
、

②
歯
科
定
例
研
究
会
（
２
／
４

「
エ
ン
ド
を
成
功
に
導
く
た
め
の

エ
ッ
セ
ン
ス
」
講
師
：
大
森
さ
ゆ

り
・
代
官
山
デ
ン
タ
ル
サ
ロ
ン
エ

ン
ド
オ
フ
ィ
ス
院
長
）
に
１
１
１

人
が
参
加
し
大
盛
況
だ
っ
た
こ
と

等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
災
害
対
策　

①
復
興
県
民
会
議

◇
出
席　

23
人

◇
評
議
員
会
（
５
／
19
、「
政
治

家
と
裏
金
問
題
、
企
業
献
金
の
在

り
方
を
問
う
（
仮
）」、
講
師
：
神

戸
学
院
大
学
法
学
部　

上
脇
博
之

教
授
）
が
確
認
さ
れ
た
。

◇
情
勢　

診
療
報
酬
に
つ
い
て
、

中
医
協
は
24
年
度
の
改
定
内
容
を

決
定
。
初
診
料
を
３
点
、
再
診
料

を
２
点
そ
れ
ぞ
れ
上
げ
る
ほ
か
、

入
院
基
本
料
も
引
き
上
げ
、
増
額

分
は
看
護
師
や
薬
剤
師
な
ど
医
療

従
事
者
の
賃
上
げ
の
原
資
に
し
て

人
材
確
保
に
つ
な
げ
る
な
ど
と
し

て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

「
医
療
崩
壊

を
防
ぐ
た
め
の
医
師
増
員
を
求
め

る
請
願
署
名
」
に
取
り
組
む
こ
と

が
了
承
さ
れ
た
。
ま
た
、
①
政
策

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
医
療
費
抑
制
政

策
の
転
換
を
」
を
全
国
に
普
及
す

は
１
／
17
、
メ
モ
リ
ア
ル
集
会
を

新
長
田
ピ
フ
レ
で
開
催
。
西
山
理

事
長
、
武
村
副
理
事
長
、
川
西
参

与
含
む
１
７
１
人
が
参
加
し
、
立

命
館
大
学
の
安
齋
育
郎
名
誉
教
授

が
「
13
年
目
の
フ
ク
シ
マ　

汚
染

水
海
洋
放
出
の
真
実
」
と
題
し
記

念
講
演
を
行
っ
た
こ
と
、
②
能
登

半
島
地
震
で
被
災
し
た
高
齢
者
世

帯
や
障
害
者
が
い
る
世
帯
に
対
象

を
限
定
し
て
、
最
大
６
０
０
万
円

の
支
援
策
を
政
府
が
打
ち
出
し
た

こ
と
、
③
広
川
顧
問
ら
が
１
月
17

日
に
石
川
協
会
を
訪
問
し
お
見
舞

金
１
０
０
万
円
を
届
け
た
こ
と
、

被
災
地
訪
問
活
動
２
／
10
〜
12
石

川
協
会
に
協
力
し
、
中
能
登
、
輪

島
等
の
会
員
医
療
機
関
を
訪
問
す

る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
理
事
学
習
会
・
九
条
の
会
・
兵

庫
県
医
師
の
会　

市
民
公
開
企
画

「『
戦
争
の
時
代
』
？
九
条
を
活

か
し
た
平
和
外
交
の
可
能
性
」
講

師
：
三
牧
聖
子
・
同
志
社
大
学
大

学
院
准
教
授

る
こ
と
、
②
「
後
発
医
薬
品
と
先

発
医
薬
品
の
差
額
の
患
者
負
担
徴

収
の
中
止
を
求
め
る
」
緊
急
会
員

署
名
の
到
達
は
２
５
９
筆
で
あ
る

こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

①
２
０
２
４

年
度
診
療
報
酬
改
定
の
動
向
が
、

「
Ｒ
６
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
等

に
関
す
る
大
臣
折
衝
要
項
」
と

「
談
話　

診
療
所
狙
い
撃
ち
の
マ

イ
ナ
ス
改
定
」
を
も
と
に
報
告
さ

れ
た
。
特
に
、
特
定
疾
患
療
養
管

理
料
の
対
象
疾
患
か
ら
高
血
圧
、

脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
が
除
外
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
新
旧
点
数

置
き
換
え
試
算
を
用
い
て
解
説
。

内
科
系
で
は
大
幅
な
引
き
下
げ
で

あ
る
と
批
判
さ
れ
た
。

◇
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会

　

市
民
公
開
企
画
「『
戦
争
の
時

代
』
？
九
条
を
活
か
し
た
平
和
外

交
の
可
能
性
」（
参
加
48
人
）
の

概
要
が
報
告
さ
れ
た
。

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

上
田　

正
夫
先
生

西
宮
市　

歯
科

７
月
30
日 

享
年
87
歳

中
野　
　

稔
先
生

北
区　

小
児
科

12
月
15
日 

享
年
81
歳

八
木　

正
宏
先
生

姫
路
市　

外
科

11
月
15
日 

享
年
86
歳

古
川　
　

裕
先
生

芦
屋
市　

耳
鼻
咽
喉
科

１
月
29
日 

享
年
78
歳

石
田　

眞
樹
先
生

準
会
員　

歯
科

２
月
13
日 

享
年
69
歳

細
井　

千
草
先
生

灘
区　

眼
科

２
月
20
日 

享
年
56
歳

吉
田　

静
雄
先
生

尼
崎
市　

外
科

３
月
３
日 

享
年
93
歳

２
月
10
日　

理
事
会
よ
り

２
月
24
日　

理
事
会
よ
り

マイナ保険証トラブル調査結果　詳報

６割が「廃止後は受付業務に忙殺」６割が「廃止後は受付業務に忙殺」

調査概要
実施期間
　2023年12月22日～2024年１月31日
対 象　医科・歯科協会会員医療機関
　5287件

有効 回答　748件（14.1％）

図１ 　この１カ月でマイナ保険証を利用され
る患者さんはどれくらいいましたか？

図２ 　10月１日以降のマイナ保険証、オンラ
イン資格確認に関するトラブルについて

図３　具体的なトラブルの内容
「あった」と回答した医療機関より

表　アンケートで寄せられた具体的なトラブル

漢字表記の問題
・髙などが●で表記される。
・異体字でもない漢字が●表示される。
資格確認ができない問題
・ 来院時に資格取得されているにもかかわらず新規採用でマイナンバーに反
映されていなかった。
・ レセコンに「資格無効」と表示されたが本人に確認し、保険証も見せてい
ただいたところ、実際は有効であった。
負担割合や有効期限の問題
・負担割合がオンラインでは１割、保険証では２割
・有効期限が表示されない。
受付時の問題
・ 発熱外来の方がマイナ保険証を使用希望すると通常外来の患者さんと一緒
になり感染リスクが高まってしまう。
・発熱外来で入口を分けているため１台だと使用できない。
・車いすの患者さんが利用できない。
機器やネットワークのエラー
・通信エラーが多い。へき地はムリです
・機械の不具合、すぐ電源が落ちる、立ち上がりに時間がかかる。
・顔認証ができず、メーカーに問い合わせたが、解決できなかった。
コールセンターの対応
・ マイナで確認ができなかったためコールセンターに相談したところ。「紙の
保険証で確認して下さい」と言われました。意味ないと思います。

ほぼいない
29.1％

５％未満
49.5％

10％未満 13.2％

20％未満 ３.2％
30％未満 1.6％
40％未満 0.5％ 50％未満 0.3％

50％以上 0.3％
無回答 2.3％

78.6％

⎩
⎨
⎧

⎩
⎨
⎧

あった
61.1％

なかった
36.1％

無回答 2.8％

62.4%
（%）

44.9% 43.1%

19.9% 18.2%
13.1%

1.3% 2.0%

16.4%

0
10
20
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40
50
60
70

複数回答・回答数475件

名
前
や
住
所
で
●
が

表
記
さ
れ
る

資
格
情
報
の
無
効
が
あ
る

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で

エ
ラ
ー
が
で
る

該
当
の
被
保
険
者
番
号
が

な
い

名
前
や
住
所
の
間
違
い

負
担
割
合
の
齟
齬

他
人
の
情
報
が

紐
づ
け
ら
れ
て
い
た

間
違
っ
た
医
療
情
報
が

紐
づ
け
ら
れ
て
い
た

そ
の
他



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２４年(令和６年)３月１５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第２０６４号

もっと便利な貯蓄型保険

※サイバー保険もお問い合わせください！

加入者数5万1千人、
積立金総額1兆3千億円

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

協 会の 共済制度ドク
ター
に

最適
を提
供

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで協会の共済制度でドクターもスタッフも安心

次回受付は４月１日開始

次回受付は４月１日開始

次回受付は４月１日開始

　長年にわたって協会の新聞部長・組織部長と
して活躍された池本恒彦先生が、１月２日にご
逝去された。吉岡厳副理事長、加藤擁一副理事
長の追悼文を掲載する。

　

池
本
先
生
と
私
は
ひ
と
つ
違
い

で
あ
る
。
育
っ
た
土
地
や
学
ん
だ

大
学
は
違
え
ど
、
同
じ
時
代
の
空

気
の
中
で
生
き
て
き
た
。
私
た
ち

が
青
年
だ
っ
た
１
９
７
０
年
代

　

池
本
恒
彦
先
生
が
２
０
２
４
年

１
月
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し

た
。

　

先
生
は
、
１
９
９
６
年
明
石
で

御
尊
父
の
産
婦
人
科
医
院
を
継
承

し
て
ご
開
業
に
な
り
ま
し
た
。
99

年
か
ら
協
会
理
事
に
就
任
さ
れ
、

新
聞
部
長
・
組
織
部
長
を
歴
任
さ

れ
、
保
団
連
代
議
員
等
も
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

食
品
安
全
委
員
会
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

に
つ
い
て
「
食
品
健
康
影
響
に
か

か
る
審
議
結
果
（
案
）」
を
ま
と

め
、
３
月
７
日
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
た
。
こ

れ
に
対
し
、
協
会
が
森
岡
芳
雄
環

境
・
公
害
対
策
部
長
名
で
提
出
し

た
意
見
の
概
要
を
掲
載
す
る
。

　

明
確
に
健
康
被
害
を
発
生
さ
せ

る
ほ
ど
の
有
害
性
が
な
け
れ
ば
、

社
会
的
に
許
容
さ
れ
る
と
判
断
し

て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
今
回
の

評
価
書
案
は
、
そ
の
基
本
姿
勢
に

お
い
て
、
国
民
の
健
康
を
食
品
安

全
性
の
立
場
か
ら
守
る
べ
き
食
品

ト
ル
あ
た
り
４
ナ
ノ
グ
ラ
ム

（
ng
）
未
満
と
い
う
水
質
規
制
を

発
表
し
た
。
一
方
、
日
本
の
暫
定

目
標
値
は
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

の
合
計
で
50
ng
以
下
と
米
国
よ
り

非
常
に
緩
い
が
、
規
制
強
化
の
見

通
し
が
立
た
な
い
現
状
で
あ
る
。

　

汚
染
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

地
域
と
し
て
小
泉
先
生
は
ダ
イ
キ

ン
工
業
を
原
因
と
す
る
大
阪
府
の

例
を
詳
し
く
紹
介
。
河
川
の
み
な

ら
ず
、
大
気
や
地
下
水
で
も
Ｐ
Ｆ

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
、
水
や
油
を
は
じ

く
、
熱
に
強
い
な
ど
の
特
徴
を
持

っ
た
化
学
物
質
で
、
撥
水
や
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
消
火
剤
の
用
途
で
フ

ラ
イ
パ
ン
や
家
具
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
製
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
関

連
性
を
示
す
十
分
な
証
拠
の
あ
る

健
康
影
響
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

抵
抗
反
応
の
低
下
、
脂
質
異
常

症
、
幼
児
及
び
胎
児
の
成
長
の
低

下
、
腎
臓
が
ん
の
リ
ス
ク
の
増
加

な
ど
の
危
険
性
が
示
さ
れ
た
。

　

米
国
は
去
年
３
月
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
一
種
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
と
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
１
リ
ッ

　

全
国
各
地
で
高
濃
度
の
汚
染
地

点
が
見
つ
か
り
問
題
と
な
っ
て
い

る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
）。
兵
庫
県
内
で
も
、
明
石
川

・
伊
川
で
国
の
暫
定
指
針
値
50
ナ

ノ
グ
ラ
ム
を
大
き
く
上
回
る
箇
所

が
見
つ
か
り
、
住
民
に
不
安
が
広

が
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、
神

戸
医
療
生
活
協
同
組
合
は
２
月
18

日
に
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
学
習
会
」
第
２

回
を
開
催
し
た
。
講
師
は
京
都
大

学
医
学
研
究
科
名
誉
教
授
の
小
泉

昭
夫
先
生
、
来
場
参
加
者
は
１
５

０
人
、
協
会
か
ら
森
岡
芳
雄
副
理

事
長
が
参
加
し
た
。

　

先
生
は
西
郷
隆
盛
像
の
よ
う
な

堂
々
と
し
た
風
格
で
し
た
が
、
極

め
て
穏
や
か
な
ご
性
格
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
３
６
５
日
・
24
時

間
続
く
産
婦
人
科
特
有
の
緊
張
感

に
押
さ
れ
、「
美
食
の
大
食
」
に

陥
り
、
糖
尿
病
を
患
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
数
年
は
、
閉
院
さ
れ
介
護

安
全
委
員
会
の
責
任
を
放
棄
し
た

も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

今
回
、
食
品
安
全
委
員
会
は
、

摂
取
許
容
量
（
案
）
を
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
そ
れ
ぞ
れ
20
ng
／

kg
／
日
と
設
定
し
て
い
る
。
こ
れ

は
現
在
の
水
道
な
ど
の
暫
定
目
標

値
の
算
出
の
際
に
使
用
し
た
の
と

同
じ
値
で
あ
る
が
、
こ
の
値
を
採

用
し
て
い
た
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
米
環
境
保

護
局
）
は
昨
年
、
規
制
値
を
大
幅

に
厳
し
く
し
て
い
る
。

　

全
国
の
米
軍
基
地
周
辺
に
始
ま

り
、
そ
の
製
造
工
場
や
半
導
体
工

場
、
産
業
廃
棄
物
処
理
場
周
辺
で

も
、
高
い
数
値
が
検
知
さ
れ
、
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
は
全
国
的
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
兵
庫
県
内
で
も
明

石
川
で
非
常
に
高
い
数
値
が
検
出

さ
れ
て
い
る
。
大
阪
で
大
学
や
住

民
ら
が
自
主
的
に
行
っ
た
１
１
９

３
人
の
血
液
検
査
に
よ
る
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
血
中
濃
度
で
は
、
摂
津
市
ダ
イ

キ
ン
工
業
周
辺
を
中
心
に
明
ら
か

に
高
い
結
果
を
示
し
て
お
り
、
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
が
健
康
被
害
を
発
生
さ
せ

て
い
る
、
も
し
く
は
今
後
発
生
さ

せ
て
く
る
可
能
性
は
極
め
て
高

い
。

　

新
た
な
知
見
を
待
つ
の
で
は
な

く
、
国
の
責
任
で
積
極
的
に
住
民

の
血
液
検
査
な
ど
を
含
む
疫
学
調

査
を
実
施
し
、
情
報
を
公
開
し
、

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
健
康
影
響
を
前
向
き

に
明
ら
か
に
し
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
摂

取
許
容
量
に
つ
い
て
、「
予
防
原

則
」
に
基
づ
き
、
よ
り
厳
し
い
値

に
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

Ａ
Ｓ
が
高
濃
度
で
広
が
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
大
阪
だ
け
で

は
な
く
、
21
年
度
に
国
は
公
共
用

水
域
８
１
６
地
点
、
地
下
水
３
１

７
地
点
の
水
質
検
査
を
行
っ
た
結

果
、
13
都
道
府
県
に
わ
た
る
、
前

者
で
は
38
カ
所
、
後
者
で
は
43
カ

所
で
暫
定
基
準
値
50
ng
／
Ｌ
を
超

え
る
値
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
＋
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

を
検
出
し
た
と
し
た
。

　

解
決
策
に
つ
い
て
、
小
泉
先
生

は
①
汚
染
地
で
の
除
染
を
視
野

に
、
汚
染
源
対
策
を
国
に
求
め
る

こ
と
、
②
短
鎖
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
毒
性

情
報
を
収
集
・
蓄
積
す
る
こ
と
、

③
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
曝
露
の
質
の
高
い
疫

学
的
健
康
評
価
を
早
急
に
行
う
こ

と
、
④
汚
染
地
住
民
に
寄
り
添
う

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
、
⑤
水
道

水
の
基
準
を
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ＜

４
ng
／

Ｌ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ＜

４
ng
／
Ｌ
に
定

め
る
こ
と
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
。 池

本
先
生
に
贈
る

池
本
先
生
を
偲
ぶ

副
理
事
長　
　

加
藤　

擁
一

副
理
事
長　
　

吉
岡　

厳

こ
と
」
と
い
う
表
題
の
投
稿
を
寄

せ
ら
れ
お
元
気
で
し
た
が
、
急
変

さ
れ
帰
ら
ぬ
人
に
な
ら
れ
、
こ
れ

が
遺
稿
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
生
も
、
同
じ
産
婦
人
科
医
だ

っ
た
の
で
、
研
究
会
等
で
お
会
い

す
る
機
会
も
多
く
、
ま
た
患
者
さ

ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
り

と
、
協
会
以
外
で
も
親
し
く
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
か
ら
考
え
る
と

「
食
事
制
限
」
の
話
題
だ
け
で
な

く
、
糖
尿
病
が
軽
い
時
期
に
何
ら

か
の
対
策
―
例
え
ば
転
科
し
て
勤

務
医
に
な
る
と
か
―
を
強
く
お
す

す
め
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。

　

お
元
気
で
あ
れ
ば
、
ま
だ
71
歳

な
の
で
、
先
生
の
博
識
を
ご
披
露

い
た
だ
き
、「
明
石
の
歴
史
」
や

「
南
の
島
で
の
診
療
経
験
」、「
病

理
学
教
室
で
の
研
究
経
験
」
等
々

を
明
る
く
語
り
合
え
る
時
間
は
十

分
あ
っ
た
と
思
う
と
い
っ
そ
う
寂

し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

池
本
先
生
、
ご
ゆ
っ
く
り
お
休

み
く
だ
さ
い
。

合
掌

は
、
各
地
で
革
新
自
治
体
が
次
々

に
誕
生
し
、
若
者
た
ち
の
間
で

は
、
新
し
い
時
代
へ
の
進
歩
的
な

機
運
が
満
ち
て
い
た
。
大
学
は
、

安
保
闘
争
や
沖
縄
返
還
闘
争
な
ど

で
、
騒
然
と
し
て
い
た
時
代
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

池
本
先
生
も
そ
ん
な
中
で
、
政

治
や
社
会
に
つ
い
て
関
心
を
深
め

て
い
っ
た
と
お
聞
き
し
た
。
私
も

し
か
り
で
あ
る
。
協
会
運
動
で
ご

一
緒
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
よ

く
そ
の
よ
う
な
話
を
す
る
機
会
が

あ
っ
た
。
趣
味
は
釣
り
と
鉄
道

で
、
私
と
も
話
が
合
っ
た
。
気
の

置
け
な
い
友
人
で
、
い
つ
で
も
ま

た
会
っ
て
話
が
で
き
る
と
思
っ
て

い
た
。
そ
れ
が
、
突
然
逝
っ
て
し

ま
わ
れ
た
。
心
に
大
き
な
穴
が
開

い
た
よ
う
で
、
辛
い
思
い
で
あ

る
。

　

先
日
、
本
を
読
ん
で
い
た
ら
、

杜
甫
の
「
高こ

う

式し
き

顔が
ん

に
贈
る
」
と
い

う
、
友
人
を
思
う
詩
が
、
ま
る
で

先
生
の
こ
と
の
よ
う
で
心
を
打
た

れ
た
。
私
の
勝
手
な
解
釈
を
添
え

て
、
池
本
先
生
に
贈
る
挽
歌
と
し

た
い
。

昔む
か

し
別
れ
し
は
是こ

れ
何い

ず

れ
の
処

と
こ
ろ

な
り
し
、
相
い
逢
え
ば
皆
老
い
し

小泉先生は摂津市の農業従事者の
血中濃度及び地下水を利用した作
物のPFAS濃度の検査結果を紹介

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
は
何
か
？

そ
し
て
何
が
で
き
る
の
か
？

「
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
に
係
る
食
品
健
康
影
響
評
価
」

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
意
見

国
の
責
任
で
健
康
影
響
を

積
極
的
に
解
明
す
べ
き

神
戸
医
療
生
協　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
学
習
会

追悼　池本　恒彦先生

　1952年９月生まれ。1981
年川崎医大卒業、96年６月
明石市で池本産婦人科医院
開業
協会理事　1999年６月～ 
新聞部長
　2005年６月～2017年５月
組織部長　
　2001年６月～2013年５月
保団連代議員　
　2012年２月～2018年１月
明石支部世話人　
　2000年７月～

池本 恒彦先生（享年71歳）

付
き
老
人
ホ
ー

ム
で
車
椅
子
生

活
を
送
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
頭

脳
は
明
晰
で
、

保
険
医
新
聞
１

月
５
日
号
に

「
年
末
に
思
う

夫お
の
こな
り
（
こ
の
前
君
と
会
っ
た
の

は
ど
こ
で
だ
っ
た
か
な
、
ま
た
会

え
ば
お
互
い
年
を
と
っ
た
な
と
笑

い
あ
う
だ
ろ
う
な
）

　

故
人
な
お
寂
寞
と
し
て
、
削さ

く

迹せ
き

と
も
に
艱か

ん

虞ぐ

（
思
え
ば
、
出
世
や

金
儲
け
と
は
縁
の
な
い
人
生
を
お

く
っ
て
き
た
も
の
だ
ね
）

　

文
を
論
ず
る
友
を
失
い
て
よ
り

の
ち
は
、
酒
を
売
る
壚ろ

を
空
し
く

知
る
（
あ
の
頃
は
何
で
も
よ
く
語

り
合
っ
た
ね
、
君
が
い
な
く
な
っ

た
ら
、
飲
み
に
行
っ
て
も
ち
っ
と

も
面
白
く
な
い
よ
）

平へ
い

生ぜ
い

飛ひ

動ど
う

の
意
、
爾

な
ん
じ

を
見
て
は

無
き
能
わ
ず
（
で
も
私
は
ま
だ
ま

だ
志
を
失
っ
て
は
い
な
い
よ
、
君

を
思
う
と
ふ
つ
ふ
つ
と
力
が
湧
い

て
き
て
、
君
の
分
も
が
ん
ば
ろ
う

と
思
う
よ
）

　

安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

そ
の
う
ち
、
あ
ち
ら
の
世
界
で
再

会
で
き
た
ら
、
ま
た
ご
一
緒
に
歓

談
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ま
で
、
し

ば
し
の
お
別
れ
を
。
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協
会
は
２
月
10
〜
12
日
、
保
団

連
・
各
協
会
と
協
力
し
、
能
登
半

島
地
震
の
被
災
地
訪
問
活
動
を
行

っ
た
（
前
号
既
報
）。
広
川
恵
一

顧
問
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
す
る
。

被
災
地
訪
問
に
向
け
て

　

能
登
半
島
地
震
直
後
か
ら
旧
知

の
友
人
で
石
川
県
保
険
医
協
会
副

会
長
の
平
田
米
里
先
生
と
連
絡
を

取
り
合
い
、
１
月
17
日
（
水
）
石

川
県
保
険
医
協
会
を
福
岡
歯
科
協

会
の
杉
山
正
隆
副
会
長
（
保
団
連

理
事
、
新
聞
部
長
）
と
兵
庫
協
会

の
藤
田
誠
治
事
務
局
長
と
で
訪

問
。

　

石
川
協
会
の
工
藤
浩
司
事
務
局

長
と
小
野
栄
子
次
長
か
ら
地
域
・

会
員
の
被
災
状
況
を
う
か
が
い
、

兵
庫
協
会
か
ら
西
山
裕
康
理
事
長

の
代
理
で
お
見
舞
い
金
を
届
け
、

そ
の
あ
と
、
現
地
で
一
緒
に
な
っ

た
保
団
連
の
住
江
憲
勇
会
長
と
事

務
局
の
岩
川
修
さ
ん
と
平
田
先
生

の
自
宅
で
今
後
の
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
ま
し
た
。

被
災
地
で
の

医
療
と
と
り
く
み

　

２
月
10
日
（
土
）
の
午
後
か
ら

12
日
（
月
・
祝
）
の
昼
ま
で
、
事

務
局
の
楠
真
次
郎
さ
ん
、
杉
本
理

さ
ん
と
、
阪
神
淡
路
大
震
災
・
東

日
本
大
震
災
・
熊
本
地
震
以
来
つ

な
が
り
の
あ
る
、
大
阪
府
保
険
医

協
同
組
合
の
湯
浅
直
巳
参
与
、
青

森
協
会
の
廣
野
晃
久
参
与
、
杉
山

先
生
、
福
岡
歯
科
協
会
の
城
間
盛

太
郞
事
務
局
員
と
の
７
人
で
金

沢
、
能
登
半
島
被
災
地
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

11
日
（
日
）
朝
６
時
半
に
レ
ン

タ
カ
ー
で
金
沢
を
出
て
、
内
灘
海

岸
、
志
賀
原
発
を
回
り
、
平
田
先

生
か
ら
紹
介
を
い
た
だ
い
た
中
能

登
の
堀
江
歯
科
医
院
の
堀
江
一
成

先
生
を
訪
問
し
、
大
阪
協
同
組
合

が
準
備
し
た
医
薬
品
を
近
隣
医
療

機
関
に
配
布
い
た
だ
け
る
よ
う
お

届
け
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
七
尾

の
一
本
杉
通
り
商
店
街
に
。
被
災

し
た
町
中
で
、
東
日
本
の
被
災
地

か
ら
の
協
力
も
得
て
、
第
１
回
目

の
〈
復
興
マ
ル
シ
ェ
〉
が
開
か
れ

る
と
こ
ろ
で
し
た
。
復
興
の
支
え

の
一
つ
と
し
て
今
後
の
各
地
で
の

拡
が
り
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

そ
の
七
尾
で
は
、
ね
が
み
み
ら

い
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
根
上
昌
子
先

生
、
石
川
勤
労
者
医
療
協
会
輪
島

診
療
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。
根
上

先
生
に
つ
い
て
は
報
道
で
知
っ
た

の
で
す
が
、
能
登
の
過
疎
を
見
据

え
て
拠
点
と
し
て
医
療
を
す
す
め

ら
れ
て
い
て
、
医
院
の
中
に
女
性

の
た
め
の
安
心
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

を
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

輪
島
診
療
所
で
は
一
人
の
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
が
寝
た
き
り
の
女
性
を

介
護
の
最
中
、
地
震
で
家
が
崩

れ
、
ガ
ラ
ス
が
散
乱
す
る
中
、
裸

足
で
救
出
し
て
高
台
に
車
椅
子
を

押
し
て
避
難
を
す
す
め
た
経
験

（
こ
の
話
は
自
分
か
ら
進
ん
で
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
）
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
貴
重
な
数
々
の
取
り
組
み

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

珠
洲
市
を
回
り
午
後
６
時
半
に

金
沢
に
戻
り
、
そ
の
あ
と
石
川
協

会
で
、
藤
田
事
務
局
長
も
加
わ

り
、
輪
島
診
療
所
の
山
本
悟
先
生

か
ら
診
療
所
と
周
辺
の
被
災
状
況

の
報
告
を
い
た
だ
き
、
被
災
地
か

ら
の
避
難
に
よ
る
人
口
の
減
少
が

う
か
が
え
ま
し
た
。

被
災
地
で
の
移
動

　

金
沢
か
ら
珠
洲
市
ま
で
約
１
４

０
㎞
、
往
復
２
８
０
㎞
で
通
常
は

５
〜
６
時
間
の
所
要
時
間
で
す

が
、
渋
滞
は
な
い
も
の
の
道
路
の

損
壊
も
あ
り
時
間
が
と
ら
れ
、
食

事
な
し
の
移
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
現
地
に
食
事
で
き
る

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
イ
レ

は
自
由
に
使
え
ず
、
要
所
に
仮
設

ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
被
災
地
の
訪
問
に
ト
イ
レ
マ

ッ
プ
は
必
要
で
す
。

　

七
尾
以
北
で
は
、
道
路
の
損
壊

が
ひ
ど
く
、
輪
島
で
は
海
岸
の
道

が
閉
鎖
さ
れ
山
中
を
回
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
時
間
が
と
れ
ず
、
あ

と
１
カ
所
の
診
療
所
訪
問
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

通
行
に
は
差
し
支
え
な
い
も
の

の
奥
能
登
で
は
道
路
脇
に
積
雪
が

み
ら
れ
、
原
発
震
災
で
の
避
難
路

は
確
実
な
も
の
で
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

志
賀
原
発
の

歴
史
と
現
状

　

翌
日
の
午
前
は
２
０
１
１
年
よ

り
休
止
中
の
志
賀
原
発
（
年
間
数

百
億
円
の
維
持
費
用
と
の
こ
と
で

す
）
の
歴
史
と
現
状
を
「
北
陸
電

力
と
共
に
脱
原
発
を
す
す
め
る
株

主
の
会
」
代
表
の
中
垣
た
か
子
さ

ん
か
ら
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

１
９
９
９
年
６
月
に
原
子
炉
の

制
御
棒
が
抜
け
落
ち
て
15
分
間
の

臨
界
事
故
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
８

年
間
も
隠
蔽
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

内
部
告
発
で
発
覚
し
、
誰
も
責
任

で
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
核
燃
料
加
工
施
設
で

２
人
が
亡
く
な
り
１
人
が
重
症
、

６
６
７
人
の
被
曝
者
を
出
し
た
臨

界
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

志
賀
原
発
で
は
す
で
に
報
道
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
使
用
済
燃
料

貯
蔵
プ
ー
ル
の
水
の
飛
散
。
変
圧

器
の
絶
縁
油
漏
れ
は
当
初
３
５
０

０
Ｌ
と
い
わ
れ
、
そ
の
あ
と
２
万

４
６
０
０
Ｌ
に
訂
正
、
全
量
回
収

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
一

部
は
海
に
流
出
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
油
漏
れ
で
外
部
電
源
の
一

部
と
、
５
台
あ
る
非
常
用
デ
ィ
ー

ゼ
ル
自
家
発
電
装
置
の
中
の
１
台

が
使
用
不
能
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
は
１
１
６
カ
所
中
、
18
カ
所

故
障
。
同
原
発
で
は
非
常
用
デ
ィ

ー
ゼ
ル
自
家
発
電
装
置
以
外
に

も
、
大
容
量
電
源
車
や
高
圧
電
源

車
計
８
台
を
配
備
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
も
し
、
原
子
炉
が

稼
働
中
で
、
外
部
電
源
が
喪
失

し
、
地
震
で
発
電
機
・
電
源
機
が

機
能
不
全
と
な
れ
ば
、
炉
心
冷
却

が
で
き
な
く
な
り
福
島
第
一
原
発

と
同
じ
事
態
が
引
き
起
こ
さ
れ
た

か
も
し
れ
ず
、
原
子
炉
が
止
ま
っ

て
い
て
何
よ
り
よ
か
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

能
登
の
過
疎
と

歴
史
・
文
化

　

能
登
は
漆
器
や
水
産
業
が
有
名

で
す
が
、
も
と
も
と
過
疎
地
で
、

さ
ら
に
人
口
減
少
が
す
す
み
（
２

０
２
３
年
10
月
・
16
万
６
０
０
０

人
、
２
０
１
３
年
20
万
人
で
17
％

減
少
）、
そ
こ
に
繰
り
返
す
地
震

（
前
回
は
２
０
２
３
年
５
月
の
珠

後
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
地
元
の
人

の
話
で
も
住
民
の
、
金
沢
を
は
じ

め
と
す
る
県
内
・
県
外
へ
の
転
居

が
す
す
ん
で
い
て
、
医
療
機
関
・

施
設
の
閉
所
な
ど
あ
れ
ば
ま
す
ま

す
そ
れ
ぞ
れ
に
拍
車
が
か
か
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

能
登
半
島
地
震
は
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
に
重
な
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
ま
た
、
原
発
や
石
油
備
蓄

（
六
ヶ
所
村
）、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
備
蓄

（
七
尾
）
な
ど
、
国
策
と
し
て
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
能
登
半
島
と

下
北
半
島
の
類
似
点
を
多
く
み
ま

し
た
。

　

一
方
、
能
登
キ
リ
コ
か
ら
秋
田

の
竿
燈
、
青
森
ね
ぶ
た
へ
と
江
戸

時
代
の
北
前
船
で
の
文
化
の
伝
播

を
感
じ
、
歴
史
や
伝
承
文
化
を
組

み
込
ん
だ
地
域
の
再
建
の
必
要
性

と
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

被
災
地
の

ド
ク
タ
ー
の
思
い
か
ら

　

訪
問
に
対
応
を
い
た
だ
い
た
根

上
先
生
に
お
礼
の
メ
ー
ル
を
し
た

と
こ
ろ
、「
…
奥
能
登
の
過
疎
、

無
医
村
化
は
私
も
と
て
も
懸
念
す

る
と
こ
ろ
で
…
奥
能
登
に
つ
い
て

七
尾
は
他
人
事
で
は
な
く
、
能
登

地
区
一
帯
、
一
丸
と
し
て
対
応
す

べ
き
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す

…
。
今
後
の
医
療
過
疎
が
進
む
地

域
の
お
役
に
…
巡
回
診
療
と
い
う

形
で
も
何
か
手
伝
え
る
こ
と
が
な

い
の
か
？
…
そ
し
て
、
北
前
船
の

通
り
道
に
脈
々
と
伝
わ
る
祭
り
や

海
洋
文
化
な
ど
日
本
古
来
の
文
化

と
今
回
、
潰
れ
て
し
ま
っ
た
家
屋

は
多
い
も
の
の
木
造
の
日
本
家

屋
、
大
棟
の
あ
る
瓦
屋
根
、
な
ど

歴
史
や
伝
承
文
化
を
大
切
に
し
た

地
域
の
再
建
の
必
要
性
と
可
能
性

を
感
じ
…
」
と
さ
っ
そ
く
お
返
事

を
い
た
だ
き
、
こ
の
お
便
り
に
と

て
も
力
づ
け
ら
れ
希
望
を
も
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

顧
問　
　

広
川　

恵
一

歴
史
・
文
化
を
ふ
ま
え
た
地
域
再
建
の
可
能
性

能
登
半
島
地
震
被
災
地
訪
問
レ
ポ
ー
ト

能
登
半
島
地
震
被
災
地
訪
問
レ
ポ
ー
ト

を
と
ら
な
い
と
い
う
曖
昧

な
こ
と
で
終
わ
っ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。
そ
の
事
件

が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま

ま
（
さ
れ
な
い
よ
う
に
し

て
）
２
カ
月
後
に
２
号
機

の
建
設
着
工
、
そ
し
て
３

カ
月
後
に
茨
城
県
東
海
村

①輪島市内で１階部分が倒壊した建物、②輪島市内
では道路に亀裂が入って通行に支障を来していた、
③地震による液状化で水浸しになった駐車場（七尾
市内）

特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805 融資部まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度融資部より

　協会と京都銀行の提
携融資制度は、期間限
定の特別金利キャンペ
ーンを実施していま
す。通常より年0.4％
優遇金利となります。
借り換えも可能、手数
料も通常より優遇して
いますので、ぜひご利
用ください。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

2024年３月１日現在

●①

●②

●③

洲
地
震
）
に
、

加
え
て
志
賀
原

発
（
核
燃
料
装

荷
な
し
・
使
用

済
み
核
燃
料
あ

り
）
が
あ
り
、

住
民
も
現
地
の

医
療
機
関
も
今

七尾市

輪島市

珠洲市能登地域

能登町

穴水町

志賀町

中能登町

羽咋市
氷見市

富山県

宝達志水町

かほく市

津幡町内灘町
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感 想 文
　

神
戸
支
部
は
２
月
17
日
、
協
会

会
議
室
で
研
究
会
「
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
早
期
診
断
と
対
応
―
疾

患
修
飾
薬
の
登
場
を
見
据
え
て

―
」
を
開
催
。
兵
庫
医
科
大
学
病

院
脳
神
経
内
科
教
授
の
武
田
正
中

先
生
を
講
師
に
、
41
人
が
参
加
し

た
。
神
戸
元
町
歯
科
医
院
・
介
護

支
援
専
門
員
兼
認
知
症
ケ
ア
専
門

士
の
山
本
竜
也
さ
ん
の
感
想
を
紹

介
す
る
。

　

現
在
、
私
自
身
は
介
護
施
設
で

従
事
し
て
い
る
傍
ら
、
神
戸
元
町

歯
科
医
院
で
は
介
護
相
談
等
を
主

に
請
け
負
っ
て
お
り
ま
す
。
や
は

り
、
介
護
施
設
で
す
の
で
、
施
設

で
普
段
生
活
し
て
お
ら
れ
る
方
の

ほ
と
ん
ど
は
、
な
に
か
し
ら
の
障

害
や
病
気
、
認
知
機
能
面
で
も
不

安
が
あ
る
方
が
集
団
で
日
々
生
活

し
て
い
ま
す
。

　

研
究
会
の
テ
ー
マ
で
は
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
早
期
診

断
と
対
応
／
薬
の
登
場
を
見
据
え

て
と
い
っ
た
内
容
で
し
た
。
施
設

で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
は
、
高
齢

者
の
方
が
主
で
す
が
、
す
で
に
認

知
症
の
診
断
が
つ
い
て
い
る
方
、

も
し
く
は
全
く
診
断
は
つ
い
て
い

な
い
が
、
何
か
し
ら
の
理
由
で
、

見
当
識
障
害
や
記
憶
障
害
の
他
、

周
辺
症
状
が
み
ら
れ
る
方
も
い
ま

す
。

　

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
自
分

自
身
が
感
じ
た
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
早
期
診
断
の
重
要
性
は
十
分

わ
か
り
ま
す
が
、
ま
ず
、
受
診
に

至
る
ま
で
の
過
程
で
も
か
な
り
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ま
た
、
確
定
診
断
に
至
る
ま

で
に
は
、
何
度
も
通
院
が
必
要
で

あ
っ
た
り
、
設
備
が
扱
え
る
病
院

も
現
時
点
で
は
、
限
ら
れ
て
い
た

た
め
に
は
、
費
用
面
の
負
担
の
大

き
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
受
け
入
れ

が
可
能
な
病
院
が
増
え
る
こ
と

や
、
患
者
様
の
負
担
軽
減
を
ど
の

よ
う
に
改
善
し
て
い
く
か
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
の
薬
（
レ
カ
ネ
マ
ブ
）

が
、
日
本
で
も
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
取
り
扱
い
の
件
数

も
少
な
く
、
患
者
様
に
行
き
届
く

ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
課
題
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
、

認
知
症
の
新
た
な
検
査
方
法
（
Ｐ

Ｅ
Ｔ
検
査
、
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
検

査
）
や
診
断
が
早
期
に
分
か
る
こ

と
で
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
周
り
に
携
わ
っ
て
い
る
方
が

少
し
で
も
理
解
を
持
ち
安
心
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ

の
人
の
望
む
暮
ら
し
を
か
な
え
て

あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

【
中
央
区
・
神
戸
元
町
歯
科
医
院
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２
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
九
条

の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会
主
催
の

「『
戦
争
の
時
代
』
？　

九
条
を

活
か
し
た
平
和
外
交
の
可
能
性
」

（
講
師
：
同
志
社
大
学
大
学
院
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究

科
准
教
授　

三
牧
聖
子
先
生
）
を

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
聴
講
し
た
。

　

民
意
と
政
権
の
施
策
と
の
乖
離

が
日
本
だ
け
で
は
な
い
こ
と
、
ア

メ
リ
カ
が
す
で
に
莫
大
な
戦
費
を

支
出
し
、
市
民
を
含
む
多
数
の
死

者
を
出
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

何
よ
り
も
「
米
国
を
誇
り
に
思

う
」
と
い
う
評
価
が
、
世
代
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
異
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
や
、
わ
が
国
で
も
問
題
に

な
っ
て
い
る
「
二
重
基
準
（
ダ
ブ

ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）」
へ
の
評
価

を
、
各
種
調
査
を
基
に
ご
講
義
い

た
だ
い
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
動
き
は
、

Black Lives M
atter

（
黒
人
の

命
は
大
切
）
運
動
に
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
や
、
軍
事
支
援
に
反
発
し

て
、
国
務
省
高
官
ジ
ョ
シ
ュ
・
ポ

ー
ル
と
い
う
方
が
辞
職
し
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
有

意
義
な
会
で
あ
っ
た
。
パ
レ
ス
チ

ナ
の
捉
え
方
に
も
共
感
を
覚
え

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
後
の
質
疑
応

答
の
時
間
が
頂
け
な
い
。
座
長

が
、
講
演
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
も

の
に
限
っ
て
、
と
条
件
を
付
け
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
別
の
質

問
や
、
自
説
を
と
う
と
う
と
述
べ

る
方
が
続
い
た
。
座
長
は
、「
時

間
が
押
し
て
い
る
の
で
」
と
、
直

接
関
連
の
な
い
質
問
は
打
ち
切
る

べ
き
で
あ
る
。

　

最
後
に
、「
謝
辞
」
を
述
べ
る

べ
き
理
事
長
ま
で
が
演
説
を
始
め

た
の
で
、
こ
こ
で
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
閉

じ
た
。

　

演
者
は
与
え
ら
れ
た
講
演
時
間

内
で
、
い
か
に
効
率
よ
く
ポ
イ
ン

ト
を
話
す
か
、
ス
ラ
イ
ド
の
選

定
、
時
間
配
分
な
ど
、
事
前
の
準

認
知
症
の

未
来
を
見
据
え
て

神
戸
支
部　

研
究
会

神
戸
支
部　

研
究
会

員員 稿稿
会 投

丹
波
市　
　

眞
田　

幸
昭

講
演
の
聴
講
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

―
三
牧
聖
子
准
教
授
の

 

ご
講
演
を
聴
い
て
ー

備
に
多
大
の
時
間
を
割
い
て
お
ら

れ
る
の
で
、
演
題
に
準
じ
た
質
問

を
す
る
の
が
エ
チ
ケ
ッ
ト
で
あ

る
。

　

ど
う
し
て
も
、
自
説
を
述
べ
た

け
れ
ば
、
文
章
に
し
て
投
稿
す
る

か
、
何
ら
か
の
学
会
、
研
究
会
で

演
題
を
出
す
べ
き
で
あ
る
。
あ
る

い
は
、
現
場
で
講
師
の
先
生
の
時

間
が
許
せ
ば
、
講
演
終
了
後
、

face to face

で
教
え
を
乞
え
ば

良
い
。

　

聴
衆
は
、
三
牧
聖
子
先
生
の
お

話
を
聴
き
た
い
の
で
あ
っ
て
、
フ

ロ
ア
ー
の
先
生
の
自
説
で
は
な

い
。
最
近
、
子
ど
も
た
ち
の
間

で
、
句
読
点
を
入
れ
な
い
文
章
が

広
が
り
つ
つ
あ
る
ら
し
い
が
、
大

人
の
世
界
で
も
、
基
本
ル
ー
ル
や

エ
チ
ケ
ッ
ト
は
守
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。

 

（
２
０
２
４
・
２
・
11
）

コ
ヴ
ェ
ナ
ン
ト

／
約
束
の
救
出

白岩一心
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「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム

ズ
」
シ
リ
ー
ズ
の
ガ
イ
・
リ
ッ

チ
ー
監
督
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
問
題
と
ア
フ
ガ
ン
人
通
訳
に

つ
い
て
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

に
着
目
を
し
て
、
撮
影
し
仕
上

げ
た
戦
争
を
問
う
社
会
派
ド
ラ

マ
の
映
画
「
コ
ヴ
ェ
ナ
ン
ト
／

約
束
の
救
出
」
を
紹
介
し
ま

す
。

　

時
は
２
０
１
８
年
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
。
部
隊
を
率
い
て
、

タ
リ
バ
ン
の
武
器
や
爆
弾
の
隠

し
場
所
を
探
す
米
軍
の
ジ
ョ
ン

・
キ
ン
リ
ー
曹
長
は
、
ア
フ
ガ

ン
人
通
訳
と
し
て
、
と
て
も
優

秀
で
す
が
簡
単
に
は
人
の
指
図

を
受
け
な
い
ア
ー
メ
ッ
ド
を
雇

い
ま
す
。
通
訳
の
報
酬
と
し

て
、
家
族
全
員
の
ア
メ
リ
カ
へ

の
移
住
ビ
ザ
が
約
束
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

部
隊
は
、
爆
発
物
製
造
工
場

を
突
き
止
め
ま
す
が
、
タ
リ
バ

ン
の
司
令
官
に
大
量
の
兵
を
送

り
込
ま
れ
て
し
ま
い
、
キ
ン
リ

ー
と
ア
ー
メ
ッ
ド
以
外
は
全
員

殺
害
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

キ
ン
リ
ー
も
腕
と
足
に
銃
弾
を

受
け
瀕
死
の
状
態
と
な
り
ま
す

が
、
身
を
潜
め
て
い
た
ア
ー
メ

ッ
ド
に
救
出
さ
れ
ま
す
。

　

ア
ー
メ
ッ
ド
は
、
キ
ン
リ
ー

を
運
び
な
が
ら
、
た
だ
ひ
た
す

ら
山
の
中
を
１
０
０
キ
ロ
進
み

続
け
、
つ
い
に
米
軍
の
偵
察
隊

に
遭
遇
し
ま
す
。

　

７
週
間
後
、
回
復
し
た
キ
ン

リ
ー
は
、
妻
子
が
待
つ
祖
国

（
米
国
）
へ
帰
り
ま
す
が
、
命

の
恩
人
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人

の
ア
ー
メ
ッ
ド
と
家
族
の
渡
米

が
叶
わ
な
い
ば
か
り
か
、
タ
リ

バ
ン
に
狙
わ
れ
て
行
方
不
明
だ

と
知
っ
て
愕
然
と
し
ま
す
。

　

ア
ー
メ
ッ
ド
を
助
け
る
と
決

意
し
た
キ
ン
リ
ー
は
、
自
力
で

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
戻
り
ま
す

…
…
。

　

戦
時
下
の
現
地
通
訳
と
軍
人

と
の
友
情
を
描
い
て
い
ま
す

が
、
完
全
に
米
国
サ
イ
ド
か
ら

作
品
は
描
か
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
住
む

人
た
ち
の
平
和
へ
の
思
い
も
強

く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

米
国
の
世
界
戦
略
の
も
と

で
、
戦
争
が
現
在
も
世
界
中
で

肯
定
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

わ
が
国
は
、
是
非
と
も
平
和
外

交
の
交
流
を
重
視
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

鑑
賞
さ
れ
た
人
た
ち
の
評
価

の
高
い
作
品
を
、
大
ス
ク
リ
ー

ン
の
映
画
館
で
鑑
賞
し
て
ほ
し

い
と
願
い
ま
す
。
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年金受給を遅らせるため？

歯科保険請求
150

〈支払基金〉
歯科審査情報提供事例・2024年２月26日付新規

〈歯科用貴金属４月随時改定〉

２５１口腔内装置調整
○取扱い：原則として、「顎関節
症」病名のみで「I017-2　口腔内
装置調整・修理１　口腔内装置調
整ハ イ及びロ以外の場合」の算
定を認める。
○取扱いを定めた理由：顎関節症
の治療において装着した顎関節治

　歯科鋳造用金銀パラジウム合金
の価格は、４月から１ｇ2,909円
（マイナス128円）になります。
30ｇ あ た り で は91,110円 か ら
87,270円となり3,840円の引き下

療用装置を調整することにより、
疼痛の軽減や開口障害の改善等を
図ることが臨床上あり得るものと
考えられる。
●編注：「顎関節治療用装置フテ
キ」でなく、「顎関節症」の病名
のみでも顎関節治療用装置の調整
の算定を認めるということ。

げ。
　４月５月の２カ月間の適用。診
療報酬改定が６月実施になったこ
とによるもの。改定点数は３月25
日付全国保険医新聞に掲載予定。

　歯科保険請求、返戻・減点のご相談、個別指導についてのご相談は、
☎078－393－1809（歯科直通）まで

り
地
域
格
差
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
度
病

名
が
で
て
し
ま
い

ま
す
と
、
そ
れ
以

上
、
継
続
し
て
診

療
に
通
う
こ
と
も

少
な
く
な
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
受

診
に
繋
げ
て
い
く

認知症早期診断のための検査法や
新薬について講演した武田先生　

　支払基金の審査情報提供事例は、審査の透明性を高め、審査の公平・
公正性に対する関係方面からの信頼の確保を目的に、一般的取り扱いと
して公表されています。なお、個別の審査で画一的、一律的に取り扱わ
れるものではないことをご留意ください（その他の事例は支払基金HP
でご確認ください）。
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 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）
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－762－

はじめに
　上顎臼歯の根尖は上顎洞と近接し
ており、根尖性歯周炎や根尖部に及
ぶ重度の歯周病により上顎洞炎の原
因となっている症例が少なくありま
せん。
　上顎洞炎の主症状として、鼻閉、
鼻漏、後鼻漏、咳嗽といった呼吸器
症状を呈し、頭痛、頬部痛、顔面圧
迫感などがあります。耳鼻科を受診
された際に歯性上顎洞炎が疑われ、
歯科に紹介となることもあります。
歯性上顎洞炎と診断された場合、原
因歯や顎骨病変の治療が必要で、そ
の多くは抜歯等の感染源の除去が主
体となります。
　しかし、再根管治療や移植・再植
術など保存的治療の適否の判断な
ど、治療計画の立案に苦慮すること
が多いのが現状です。
　本稿では歯性上顎洞炎に関する症
例を供覧させていただくことで、歯
性上顎洞炎に対する、より細やかな
病診連携を実践することができる一
助となれば幸いです。

【症例１】右側歯性上顎洞炎
　右側歯性上顎洞炎疑いにて耳鼻咽
喉科から紹介された症例です。
　パノラマ（写真①）では右側上顎
洞の不透過像の亢進は明確ではあり
ませんが ７ に根尖病巣が認められ
ます。
　CT（写真②）では右側上顎洞は、
炎症性軟部濃度でほぼ占拠されてお
り、上顎洞炎を呈しています。 ７

根尖部の上顎洞底の連続性は消失し
ており、根尖病巣と上顎洞との交通
が疑われます。歯性上顎洞炎で間違
いなさそうです。
　ここで問題となるのが ６ の根尖
病巣の存在です。これも一部で上顎
洞との交通が疑われます。原因歯は
７ でしょうか。または ６ あるい
はそのいずれも原因歯でしょうか。
　感染源となっている可能性が否定
できないのであれば、２歯の治療が
必要となります。そうすると、この
２歯の治療計画として再根管治療の
適応はあるでしょうか。あるいは抜
歯適応となるのでしょうか。紹介さ
れるケースでは前医で投与された抗
菌薬が奏功しており、来院時には急
性症状は軽快、もしくは消退してい
ることが多いです。そんな折に、
「２本の抜歯が必要です」という説
明が患者にとって厳しい決断を強い
ることになるのは想像に難くありま
せん。また、 ７ は再根治可能かも
しれないが、 ６ は保存困難、とご
判断される先生もいらっしゃるかも
しれません。
　口腔外科的な診断だけでなく、歯
内療法的な観点からも総合的な診断
が必要です。病診連携の重要性を痛
感させられる症例です。

【症例２】抜歯後治癒不全
　 ６ の抜歯後に抜歯窩からの排膿
を主訴に紹介された症例です。
　パノラマ（写真③）では右側上顎
洞に不透過像の亢進がみられます。
CT（写真④）では抜歯窩根尖部で
上顎洞との交通が疑われ、上顎洞炎
を呈しています。 ６ の根尖性歯周
炎に起因する歯性上顎洞炎を発症し
ていた際の抜歯だったのでしょう。
そのために口腔―上顎洞瘻から排膿
を認めたものと考えます。
　抜歯窩から上顎洞洗浄を行い抗菌
薬を投与することで、20日後には上
顎洞炎は著明に改善していました
（写真⑤）。歯性上顎洞炎は感染源
を除去し適切な抗菌薬の投与でほと
んどの場合が治癒しますが、慢性の
経過をたどっている上顎洞炎では治
癒しないケースもあります。そのよ
うな症例では、口腔―上顎洞瘻が存
在している場合はその閉鎖を確認し
たうえで耳鼻咽喉科へ対診となりま
す。

【症例３】歯性上顎洞炎疑い
　難治性の右側上顎洞炎に対して歯
性感染の疑いにて紹介された症例で
す。パノラマ（写真⑥）では ６ 、
５ 、４ には明らかな根尖性歯周
炎はなさそうです。CT（写真⑦）
でも根尖病巣は認められず、上顎歯
槽骨にも明らかな異常はありませ
ん。当然、上顎洞底の連続性も保た
れており歯性上顎洞炎ではないと診
断されます。
　ちなみに、わずかですが上顎洞内
に石灰化濃度を認めますので、真菌
性上顎洞炎が示唆されるのでしょう
か。いずれもしても歯性上顎洞炎は
否定し、耳鼻科での治療にお任せす
ることになります。

おわりに
　医科－歯科連携の重要性はもちろ
んですが、歯性上顎洞炎に関する病
院歯科－歯科診療所間での連携も、
それに対する治療計画の立案により
多くの選択肢を提示してくれる点に
おいてたいへん重要です。
　病院歯科では困難と考えられる再
根管治療も、適応ありと判断され保
存的治療を第一選択とされる先生も
いらっしゃるかもしれません。ま
た、病院歯科では移植や再植術など
の検討ができるかもしれませんし、
歯科診療所において保存的な治療を
選択した場合の十分なフォローアッ
プを行うことで、予後に応じた対応
を協働できるかもしれません。具体
的には診療情報提供書のやりとりが
基本となるのでしょうが、より気軽
に詳細な症例検討ができる体制を整
えておくことも重要だと考えます。
（2024年１月14日、歯科「診断力」
スキルアップセミナーin小野より）

三木市・ときわ病院　歯科口腔外科部長 内橋　康行先生講演

病診連携で診る歯性上顎洞炎

●①

●②

●③

●④

●⑤

●⑥

●⑦

審査･指導相談日 ●４月11日（木）15時～　●協会５階会議室

※医科は事前予約制☎078－393－1840まで、歯科は随時☎078－393－1809まで
※「指導通知」が届いたら、まず保険医協会にご連絡ください。


